
 
22年度防災アンケート 

      

～ 防災アンケート（対象；自治会・自主防災会）の結果を基盤に ～ 

自治会への防災アンケート（21 年度平塚市防災フォーラムの一環）の結果からは、地域共通の課題・
特有の課題・工夫等、地域の様々な様子が浮かびあがってきました(まとめ；2２年 1 月全自治会配布)。 

今回のアンケートでは、多数地域に共通する課題解決の工夫についてお尋ねしていきたいと思います。        
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     
共通課題Ａ-１；「効果的な訓練や意識啓発」…についてお尋ねします。  

Ⅰ）、下記のうち、あなたの地域で【過去３年間に実施されたもの】に○を、【今後実施したい
とお考えのもの】に△を、回答用紙にご記入下さい(複数回答可)。 

 
≪わが町を知る／イメージを持つ≫ 

１ 自地域に起こり得る災害を知る(地震災害・風水害・津波等)。 
２ 平塚市の災害時体制や補助制度を知る。 

（行政職員の話を聞く・平塚市発行の冊子「災害を知る」の読み合わせを行う等） 
３ 防災の視点で自分たちの町を歩いてみる／防災マップを作る。 

(危険な箇所・安全な場所・心配なことを調べる・マップに記入する)。 
４ 防災ニュース・町内ニュースを発行し、自地域の様子や体制を広報する。 
５ 公園清掃等の際に、役員以外の住民も共に防災資機材の点検等を行う。 
６ その他   

≪話し合う・情報を交換する≫ 
７ 自主防災会等で自地域の安心な点・不安な点などを話し合う。 
８ 防災ワークショップを行う（参加者は数グループに分かれテーマについて話し合う）。 
９ 他地域と合同で防災会議を開く（情報交換を行う・テーマを設けて対策を話し合う）。 

１０ その他   
≪仕組みを作る≫ 

１１ 災害時の初期消火・救出救護等について自地域に即した仕組みを作る。 
１２ 避難誘導・安全確認・情報共有等について自地域に即した仕組みを作る。 
１３ 地域事情に合わせた連絡体制・発災時の行動マニュアル等を作成する。 
１４ 高齢者・独居者・障がい者・乳幼児等、災害時に支援の必要な方を把握する。 
１５ 中学生・女性・地域商店等の協力を得、昼間災害時を想定した仕組みをつくる。 
１６ 向こう三軒両隣で安否を確認し合う仕組みをつくる。 
１７ 防災を日常化する（行事の際・回覧の際にミニ防災スペースを加えるなど）。 
１８ その他   

≪訓練・シミュレーション等≫ 
１９ 災害時を想定しながら消火・救出・一時避難等の訓練を行う。 
２０ 作成した連絡網･マニュアル等を使ってシミュレーションを行う。 
２１ その他    

Ⅱ）、○をお付けになった項目（過去３年間に実施したもの）についてお尋ねします。 
具体的な方法、生じた効果、今後の課題その他お気づきのことをお教え下さい。 
 

 
課題 A 防災体制が進まない 

Ａ-１、効果的な防災訓練や意識啓発の方法がわからない。 
Ａ-２、防災対策に手が回らない。 

  
 

 

 

 

 

質問用紙 

防災体制が進まない 

 

≪アンケートの結果から浮かんできた「複数地域に共通する課題』≫ 
 

 
課題 B 発災時の要援護者救出救護体制への丌安 

Ｂ-１、高齢化独居化による支援の必要な方の増加 
Ｂ-２、共働き等による昼間人口(支援者)の減少 

 



共通課題Ａ-２；「防災対策に手が回らない」…についてお尋ねします。 
 

Ⅰ）、貴地域の自主防災組織の体制の現状に○をお付け下さい。(複数回答可)。 
 

１ 防災役員は 1～2 年の輪番制である。 

２ 防災役員は他の役も兼務している。 
３ 役員が高齢化している。 
４ 新役員の受け手がいない。 
５ 自主防災組織のメンバーは公募とし、有志で構成している。 
６ その他  

 
Ⅱ）、貴地域の防災対策の進捗状況について、どのようお感じになっておられますか。  

１ 比較的順調に進んでいると感じている   ２ 進みにくいと感じている  
Ⅲ）、Ⅱ）で １（順調）とお答えになった方にお尋ねします。   

★どのような工夫をしておられますか？   
Ⅳ）、Ⅱ）で ２（進みにくい）とお答えになった方にお尋ねします。 

★進みにくい理由はどのようなものだとお考えになりますか？        
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    
共通課題Ｂ-１；「高齢化独居化による要援護者の増加」…についてお尋ねします。 

Ⅰ）、あなたの地域に該当するものに○をおつけ下さい(複数回答可)。 
 

１ 地域で災害時要援護者の把握に努めている。･ 
２ 要援護者への支援協力者を募集、把握している。 
３ 民生委員と自治会・自主防災会は緊密な協力体制を取っている。 

４ 救出を速やかに行う為、要援護者の居室等も把握している。 
５ 要援護者の安全確認確保・保護を行う担当者を決めている。 
６ 安全確認への工夫（無事であることを示す旗等の戸口掲示などのルールを決めている） 
７ 特に工夫していない。 
8 その他 

 

Ⅱ）、上記についての具体的な方法・生じた効果・今後の課題等をお教え下さい。 

 
 

共通課題Ｂ-２；「昼間人口の減少」…についてお尋ねします。  
Ⅰ）、あなたの地域に該当するものに○をおつけ下さい(複数回答可) 

 
１ 中学生高校生等の協力を得る体制を考えている（育成・意識啓発・学校との協定等）。 
２ 女性の力を活かすことを考えている（女性への呼びかけ・研修への女性の派遣等）。 
３ 地域商店・地域企業等の協力体制を得る。 
４ 特に工夫していない。 
５ その他       

 

Ⅱ）、上記についての具体的な方法・生じた効果・今後の課題等をお教え下さい。  

                
その他、お気づきのこと、お悩みのこと、ご要望ご意見等、ご自由にお書き下さい。 

 
 

 
 

 
～ご協力ありがとうございました～ 

本アンケートのご回答に基づいて、電話等でインタビューをお願いする場合があります。 
ご協力を頂けますよう、よろしくお願い致します。 （ひらつか防災まちづくりの会） 

 

 

災害時の救出救護体制への丌安 

≪自由記入欄≫ 
 


